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1．はじめ に

　富 士 山 に 発 生する雲は 、そ の 特徴的な形 に より、周

辺 の 気流をよく表現 して い ると考えられ る。その ため、古

来より天気予 報などに よく利用 され て きた。今回は、富

士 山 に発生する笠雲や旗雲 の 発生 要因を調 べ ることを

通 して、富 士 山周 辺 の 気流の 特徴をつ か み 、将来的に

は、その 動向が危惧される富士 山噴火の 際に お ける降

灰分布の 推定に役立て ることも目的に含まれてい る。

2．解析方法

　解析対象期 間を2002 年 1月 1 日か ら6H 　30 日とし、

富士 山 の 笠雲 ・旗雲発 生時の 気象条件を月ごとに検討

した。解析は 日本大学文理学部 の 設置した富士山観測

プロ ジェ クトに よる毎 日2分毎の 画像 （今回は 山中湖から

の み の 画 像）を用い て 、解析 対象雲形 で ある笠雲（写真

1）や旗雲 （写真2）の 発生 日を抽出する。また、NOAA

集計の 高層観測データを使用し、浜松に お ける相 当温

位の アイソプ レス を作成し、安定度か らみた対象雲形 の

発 生 特性を 調 べ る。次 に 、富士 山周 辺 17 地 点 の

AMeDAS 風向風速デ
ー

タを用 い、各地点 の
一

般風向と

対象雲形発生時の 風向を比較するこ とにより、対象雲形

発 生 日の 風 系図を作成、実際に発生して い る時間帯と

そ の 前後 の 風系図 と比 較することに よ り、当 日の特徴的

な風系を捉える 。

3．結果と考察

　笠雲が発生したときには、下層で相当温位が高くなり

始め た 比較的不 安定な大気安定度と、富士 山頂の 風 と

の鉛直シ ア を形成する地上風 系の 2 つ の 影響が強 い
。

この 2 つ により、山頂付近で い くぶん 上昇 し、山頂通過

後、再び 下降するような気流を引き起こすの に最適な条

件が 与 え られ て い た 。鉛直シ ア の 形成 に っ い て は 、南

成分の 地上風 の 富士 山周辺進入による地形効果が強く

作用したと考えられるe （図 1）。

　 旗雲発生 の 時に は下層の相当温位が非常に低く、

下層に は 非常に 乾い た 冷たい 気層が あ る と と も に、

地上風は、北か ら吹き込む風と西か ら回 り込ん で き

た風 に よる収 束線が富 士山東側 に形成 されて い た。

こ の よ うな安定気層と収束線が関連 して 現れた の が

旗雲で あろ う。

写真 1．笠雲の
一例 （2002 年 2 月 2 日，日本大学富

士山観測 プロ ジ ェ ク ト山中湖カ メ ラ に よ る画像）

写真 2．旗雲 の
一例（2002 年 1 月、4 日，同カメラに

よる画像）

図 1．4 月笠 雲発生時の地上 風 系と山頂風向
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